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June

コロナ禍により一時的に事業の縮小を余儀なくされた企業があるなかで、雇用の維持とともに、
労働移動の必要性がクローズアップされています。既に一部の企業では、在籍型出向が活用されており、
従業員のスキルアップや働く意欲の向上につながることも期待されています。
岡山県中央会では、本年度岡山県より「在籍型出向マッチング機会創出事業」を受託。
専門のコーディネーターを設置し、支援サイトを開設しました。
今後マッチングイベント等を展開していく予定であり、このたび在籍型出向についての説明会を開催しました。
詳しくは3ページをご覧ください。

※県内経営者の想いや考えを取材させて頂いている「リーダーズアイ」の記事につきまして、新型コロナウイルス感染症の拡大
　状況を踏まえ、今月号は取材を控え、お休みとさせて頂きました。

岡山県在籍型出向
マッチング支援サイト

https://www.okayama-skmtg.jp/
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岡
山
県
中
央
会
は
、
岡
山
県
の
委
託

を
受
け
、
5
月
25
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
り
、
在
籍
型
出
向
に
関
す
る
説
明
会
・

相
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
説
明
会
で
は「
在
籍
型
出
向
の
仕
組
み

や
具
体
的
な
企
業
事
例
の
説
明
」、「
在
籍

型
出
向
を
活
用
す
る
場
合
の
助
成
金
の

活
用
」、「
在
籍
型
出
向
に
必
要
な
労
務
管

理
や
就
業
規
則
等
」の
３
つ
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ（
公
財
）産
業
雇
用

安
定
セ
ン
タ
ー
岡
山
事
務
所
、
岡
山
労

働
局
、
岡
山
県
社
会
保
険
労
務
士
会
に

よ
る
説
明
を
実
施
。
そ
の
後
岡
山
県
中

央
会
の
専
門
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
に

よ
る
個
別
相
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
在
籍
型
出
向
は
、
政
府
も

新
し
い
働
き
方
と
し
て
推
進

し
て
お
り
、
4
月
20
日
に
立

ち
上
が
り
ま
し
た「
岡
山
県
在

籍
出
向
等
支
援
会
議
」（
岡
山

県
中
央
会
も
構
成
員
）の
席

上
、
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官

の
木
原
稔
氏
よ
り
在
籍
型
出

向
支
援
事
業
に
つ
い
て「
仕
事

を
し
て
稼
ぐ
と
い
う
活
き
た

予
算
へ
の
政
策
変
革
を
感
じ

た
。（
要
旨
）」と
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　
岡
山
県
中
央
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
事
業
を
通
じ
て
在
籍
型
出
向

制
度
の
普
及
支
援
に
努
め
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
し
あ
た
り
、
6
月

14
日
、
24
日
に
今
回
と
同
様
の
説
明
会
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
在
籍
型
出
向

に
興
味
を
お
持
ち
の
事
業
所
様
は
ぜ
ひ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
岡
山
県
中
央
会
　
企
業
人
材
支
援
課

在
籍
型
出
向
マ
ッ
チ
ン
グ

　
支
援
サ
イ
ト

https://www.okayam
a-

skm
tg.jp/

　
　

在
籍
型
出
向
に
関
す
る
説
明
会・相
談
会
を
開
催

2
0
1
8
年
度
よ
り
岡
山

県
中
央
会
が
実
施
し
て
い
る
、

岡
山
県
の
中
小
企
業
U
タ
ー

ン
就
職
促
進
奨
学
金
返
還
支

援
事
業（
奨
学
金
返
還
支
援
事

業
）は
本
年
度
で
４
年
目
を
迎

え
ま
す
。

　
本
事
業
は
、
I
J
U
タ
ー

ン
就
職
し
た
若
手
社
員
の
奨

学
金
返
還
を
、
手
当
の
支
給
等
に
よ
り
支

援
す
る
県
内
企
業
に
対
し
、
支
給
額
の
一

部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。（
2
0
2
0

年
度
か
ら
岡
山
県
以
外
の
全
て
の
都
道
府

県
か
ら
の
I
J
U
タ
ー
ン
就
職
者
が
対
象

に
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
）

　
新
し
く
登
録
さ
れ
た
企
業
の
経
営
者
の

方
々
に
お
話
を
聞
く
と
、
若
い
人
材
を
採

用
し
て
い
き
た
い
が
、
他
の
求
人
情
報
に

埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
問
合
せ
が
ほ
と
ん
ど

な
い
。
ど
う
に
か
し
た
い
と
考
え
て
い
た

時
に
本
事
業
の
案
内
を
見
て
興
味
を
持
っ

た
と
い
う
方
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

　
学
生
の
約
半
数
は
奨
学
金
を
借
り
て
い

る
為
、
奨
学
金
返
還
支
援
を
実
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し
て
い

く
こ
と
は
、
人
材
確
保
に
お
け
る
武
器
の

一
つ
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
本
事
業
の
登

録
企
業
は
岡
山
県
と
岡
山
県
中
央
会
が

H
P
等
を
通
し
て
周
知
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
本
事
業
の
登
録
企
業
数
は
、
2
0
2
0

年
4
月
時
点
で
34
社
、
2
0
2
1
年
3
月

末
時
点
で
72
社
。
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録
後
に
求
人
へ
の
問

い
合
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の
件
数
も
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て
き
て
お
り
、

効
果
が
あ
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と
喜
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で
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ま
す
。
新
卒
だ
け
で
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く
中
途
採
用
の
方

に
も
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利
用
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で
ぜ
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お
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。
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先
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金
返
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制
度
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入
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優
秀
な
若
手
人
材
の
確
保
を

新型コロナウイルス感染症について
　新型コロナウイルス感染症の急拡大により、岡山県は5月16日から31日まで緊急事態措置の実施地域となり、日中
を含めた不要不急の外出の自粛の他、在宅勤務の活用、時差出勤、飲食店等の営業時間の短縮・休業等、様々な協力が求
められました。5月28日には、感染や病床等の状況を踏まえ、実施期間を6月20日まで延長することが政府により決定
されたところであり、岡山県のホームページで、最新の要請内容を確認頂くようお願いします。ここでは、新たな協力金・
支援金の情報をご紹介します。
※本記事作成時点（5月28日）の情報になります。支援施策の詳細や最新情報について、必ず各支援施策実施機関の  
　HP等をご確認ください。

岡山県時短要請協力金（第3期）
●要 請 期 2021年6月1日～2021年6月20日
●対象地域　県内全域
●支給要件　下記（１）（２）の全てを満たすこと
（１）次の①～③のいずれかを満たし、要請期間中の全ての日において、全面的に協力すること
　　※6月1日から開始すること
　　①元々の営業時間が5時～20時を超えている酒類又はカラオケ設備を提供する飲食店等（カラオケボックスや酒類
　　　の持ち込みを認めている飲食店を含む。以下同じ。）が、休業又は酒類及びカラオケ設備の提供を取りやめて営業
　　　時間を5時～20時までに短縮すること
　　②酒類又はカラオケ設備を提供する飲食店等が休業すること
　　③元々の営業時間が5時～20時を超えている酒類及びカラオケ設備を提供しない飲食店等が、営業時間を5時～20
　　　時までに短縮すること
（２）次の全てを満たすこと
　　•食品衛生法第52条に基づく飲食店又は喫茶店の営業を行う店舗（テイクアウト、デリバリーを除く、カラオケボッ
　　　クス含む）（2021年5月31日以前から営業していること）
　　•業種別ガイドライン等を遵守し、感染防止対策を徹底していること
　　•岡山県暴力団排除条例（2010年岡山県条例57号）に規定する暴力団員又は暴力団員と社会的に非難されるべき関
　　　係にある者でないこと
●支給額等

●申請時期　2021年7月中旬予定
●詳細ページ https://www.pref.okayama.jp/page/715742.html（岡山県HP）　
　※岡山県時短要請協力金(第1期)(第2期)や、岡山県大規模集客施設協力金についても掲載されています。
●問合せ先　岡山県 時短要請協力金 コールセンター　TEL：086-226-7968

緊急事態措置又はまん延防止等重点措置の影響緩和に係る月次支援金
●給付対象
　（１）緊急事態措置又はまん延防止等重点措置に伴う飲食店の休業・時短営業又は外出自粛等の影響を受けていること
　　　※2021年4月以降に実施される対象措置に伴う要請を受けて、休業または時短営業を実施している飲食店と直
　　　　接・間接の取引があること。または、これらの地域における不要不急の外出・移動の自粛による直接的な影響を
　　　　受けている事業者が対象です。
　（２）緊急事態措置又はまん延防止等重点措置が実施された月のうち措置の影響を受けて月間売上が2019年または
　　　2020年の同じ月と比べて50%以上減少していること
●給 付 額 2019年または2020年の基準月の売上 － 2021年の対象月の売上
　　　　　　上限：中小法人等20万円／月、個人事業者等10万円／月
●申請期間　4月分／ 5月分：2021年6月中下旬～8月中下旬、6月分：2021年7月1日～8月31日
　　　　　　※原則、対象月の翌月から２ヶ月間を申請期間とします。
●詳細ページ https://www.meti.go.jp/covid-19/getsuji_shien/index.html（経済産業省HP）
●問合せ先　月次支援金事務局 相談窓口　TEL：0120-211-240

項　目
中小企業等（売上高方式）
大企業（売上高減少額方式）
※中小企業等も選択可能

1日あたりの支給額
4万円から10万円（売上高の4割をもとに計算）
前年度又は前々年度からの1日あたりの売上減少額の×4割
※上限額：20万円 
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な
若
手
人
材
の
確
保
を

新型コロナウイルス感染症について
　新型コロナウイルス感染症の急拡大により、岡山県は5月16日から31日まで緊急事態措置の実施地域となり、日中
を含めた不要不急の外出の自粛の他、在宅勤務の活用、時差出勤、飲食店等の営業時間の短縮・休業等、様々な協力が求
められました。5月28日には、感染や病床等の状況を踏まえ、実施期間を6月20日まで延長することが政府により決定
されたところであり、岡山県のホームページで、最新の要請内容を確認頂くようお願いします。ここでは、新たな協力金・
支援金の情報をご紹介します。
※本記事作成時点（5月28日）の情報になります。支援施策の詳細や最新情報について、必ず各支援施策実施機関の  
　HP等をご確認ください。

岡山県時短要請協力金（第3期）
●要 請 期 2021年6月1日～2021年6月20日
●対象地域　県内全域
●支給要件　下記（１）（２）の全てを満たすこと
（１）次の①～③のいずれかを満たし、要請期間中の全ての日において、全面的に協力すること
　　※6月1日から開始すること
　　①元々の営業時間が5時～20時を超えている酒類又はカラオケ設備を提供する飲食店等（カラオケボックスや酒類
　　　の持ち込みを認めている飲食店を含む。以下同じ。）が、休業又は酒類及びカラオケ設備の提供を取りやめて営業
　　　時間を5時～20時までに短縮すること
　　②酒類又はカラオケ設備を提供する飲食店等が休業すること
　　③元々の営業時間が5時～20時を超えている酒類及びカラオケ設備を提供しない飲食店等が、営業時間を5時～20
　　　時までに短縮すること
（２）次の全てを満たすこと
　　•食品衛生法第52条に基づく飲食店又は喫茶店の営業を行う店舗（テイクアウト、デリバリーを除く、カラオケボッ
　　　クス含む）（2021年5月31日以前から営業していること）
　　•業種別ガイドライン等を遵守し、感染防止対策を徹底していること
　　•岡山県暴力団排除条例（2010年岡山県条例57号）に規定する暴力団員又は暴力団員と社会的に非難されるべき関
　　　係にある者でないこと
●支給額等

●申請時期　2021年7月中旬予定
●詳細ページ https://www.pref.okayama.jp/page/715742.html（岡山県HP）　
　※岡山県時短要請協力金(第1期)(第2期)や、岡山県大規模集客施設協力金についても掲載されています。
●問合せ先　岡山県 時短要請協力金 コールセンター　TEL：086-226-7968

緊急事態措置又はまん延防止等重点措置の影響緩和に係る月次支援金
●給付対象
　（１）緊急事態措置又はまん延防止等重点措置に伴う飲食店の休業・時短営業又は外出自粛等の影響を受けていること
　　　※2021年4月以降に実施される対象措置に伴う要請を受けて、休業または時短営業を実施している飲食店と直
　　　　接・間接の取引があること。または、これらの地域における不要不急の外出・移動の自粛による直接的な影響を
　　　　受けている事業者が対象です。
　（２）緊急事態措置又はまん延防止等重点措置が実施された月のうち措置の影響を受けて月間売上が2019年または
　　　2020年の同じ月と比べて50%以上減少していること
●給 付 額 2019年または2020年の基準月の売上 － 2021年の対象月の売上
　　　　　　上限：中小法人等20万円／月、個人事業者等10万円／月
●申請期間　4月分／ 5月分：2021年6月中下旬～8月中下旬、6月分：2021年7月1日～8月31日
　　　　　　※原則、対象月の翌月から２ヶ月間を申請期間とします。
●詳細ページ https://www.meti.go.jp/covid-19/getsuji_shien/index.html（経済産業省HP）
●問合せ先　月次支援金事務局 相談窓口　TEL：0120-211-240

項　目
中小企業等（売上高方式）
大企業（売上高減少額方式）
※中小企業等も選択可能

1日あたりの支給額
4万円から10万円（売上高の4割をもとに計算）
前年度又は前々年度からの1日あたりの売上減少額の×4割
※上限額：20万円 
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岡
山
県
中
央
会
で
は
、「
岡
山
県
人
材

還
流
・
定
着
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業（
岡
山

県
委
託
事
業
）」の
一
環
と
し
て
、
若
者
の

離
職
防
止
と
職
場
定
着
を
図
る
た
め
、
本

年
４
月
に
入
社
し
た
新
入
社
員
を
対
象
と

し
た「
新
入
社
員
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
研
修
」

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
す
。

　
社
会
人
ス
キ
ル
の
向
上
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
、
同
僚
や
先
輩
社

員
と
の
関
わ
り
方
な
ど
、
働
く
上
で
必
要

な
意
識
・
モ
ノ
の
考
え
方
な
ど
を
学
び
、

習
得
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
参
加
ご
希
望
の
方
は
早
め
に
お
申
し
込

み
下
さ
い
。

日
　
時

2
0
2
1
年
６
月
18
日（
金
）

10
時
30
分
〜
17
時

講
　
師

　
㈱
イ
ン
ソ
ー
ス

　
河
岡
ほ
ず
み
氏

内
　
容

「
Zo
o
m
」を
使
っ
た

　
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修

　
　
　
　
　
※
予
め
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て

　
　
　
　
　
　
お
い
て
く
だ
さ
い

対
　
象

　
県
内
企
業
で
2
0
2
1
年
４
月
入
社
の

　
新
入
社
員（
定
員
：
40
名
）

参
加
費

　
無
料

※
2
0
2
2
年
１
月
21
日（
金
）に
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
併
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
岡
山
県
中
央
会
　
企
業
人
材
支
援
課

　
企
業
情
報
サ
イ
ト「
き
ら
☆
お
か
」

http://w
w
w
.kirari-okayam

a.jp/

『
新
入
社
員
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
研
修
』を
開
催
し
ま
す
！

岡
山
県
中
央
会
で
は
岡
山
県
の
委
託
を

受
け
、
昨
年
度
か
ら「
Ｗ
ｅ
ｂ
版
お
か
や

ま
就
職
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
」を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
続
き
従
来
の
就
活
が
難
し

い
状
況
の
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
求
職
者

と
県
内
企
業
と
の
出
会
い
の
場
を
提
供
し

企
業
の
人
材
確
保
を
図
る
も
の
で
す
。

　
来
年
3
月
卒
業
見
込
の
学
生
及
び
新
卒

3
年
以
内
の
若
者
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
る
一

般
求
職
者
の
方
等
を
対
象
に
年
間
３
回
の

実
施
を
予
定
し
て
お
り
、
第
１
回
目
と
し

て
6
月
16
日
よ
り
３
日
間
開
催
。
以
降
は

９
、
12
月
に
順
次
実
施
す
る
予
定
で
す
。

「
Ｗｅ
ｂ
版
お
か
や
ま
就
職
マ
ッ
チ
ン
グ

　
フ
ェ
ア
2
0
2
1（
第
１
弾
）」

●
日
時
2
0
2
1
年
６
月
16
日（
水
）〜
18
日（
金
）

●
内
容
We
b
会
議
シ
ス
テ
ム「
Zoo
m
」

　
を
使
っ
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
企
業
面
接
会

●
参
加
企
業
　
県
内
企
業
約
１
０
０
社

●
参
加
対
象
者（
求
職
者
）

　
•
2
0
2
2
年
３
月
卒
業
見
込
学
生

　
　（
留
学
生
を
含
む
）

　
•
概
ね
既
卒
３
年
以
内
の
若
者
等

　
•
そ
の
他
一
般
求
職
者

●
求
職
者
申
込
み
方
法

　
学
生
・
求
職
者
の
皆
さ
ん
は
、
企
業
情

報
サ
イ
ト「
き
ら
☆
お
か
」お
知
ら
せ

欄
の
専
用
フ
ォ
ー
ム
よ
り
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
企
業
名
も
閲
覧
可
能
で
す
。

https://w
w
w
.kirari-okayam

a.jp/

●
組
合
・
企
業
さ
ま
へ
の
お
願
い

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
学
生
は
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
な
ど
余
儀
な
く
さ
れ
、
就
職

に
関
し
て
も
、
企
業
の
情
報
を
得
る
場

が
少
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
是
非
、

就
活
中
の
お
子
様
を
お
持
ち
の
従
業
員

の
皆
さ
ま
に
も
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
岡
山
県
中
央
会
　
企
業
人
材
支
援
課

「
We
b
版
お
か
や
ま
就
職
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
」

参
加
学
生・求
職
者
募
集
中
！
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バーチャルオンリー型組合総会の開催について（定款変更）
　2021年5月14日、中小企業等協同組合法施行規則、中小企業団体の組織に関する法律施行規則、商店街振
興組合法施行規則及び技術研究組合法施行規則が改正され、組合、連合会及び中央会が、バーチャルオンリー
型組合総会・理事会※1及びハイブリッド型バーチャル組合総会・理事会※2を開催することが可能となりました。
　また、これに付随して経済産業省により法的・実務的に最低限留意すべき事項や、法的・実務的な論点に対
する具体的対応策を示した「バーチャル組合総会／理事会開催に関する実務指針」が策定されました。
　※1　物理的な場所を定めることなく、インターネット等の手段を用いて出席する総会や理事会をいう。
　※2　物理的な場所を定めるとともに、インターネット等の手段を用いて出席することができる総会や理事会をいう。

　今回の法改正及び実務指針の策定により、中小企業組合等についても、バーチャルオンリー型総会・理事会
の開催が可能となりましたが、そのためには定款の変更申請・認可が必要となります。定款変更の具体的な手
続き等については以下の通りです。

　今回公表された「実務指針」ではバーチャル総会に係る部分以外にも、組合実務に影響を与える見解の明確
化（指名推選：成立手続における出席者の範囲）や変更（選任制：無記名投票に限らない採決方法の許容）があ
ります。詳細については、岡山県中央会までお尋ねください。

■定款変更規定例（新旧対照表）
新 旧

総
会
招
集
の
手
続
き

第41条　総会の招集は、会日の10日前までに到達す
るように、会議の目的となる事項及びその内容並び
に日時及び場所（当該総会の場所を定める場合に限
り、当該場所に存しない組合員が当該総会に出席す
る方法を含む。）又は開催の方法（当該総会の場所を
定めない場合に限り、組合員が当該総会に出席する
ために必要な事項を含む。）を記載した書面を各組合
員に発してするものとする。また、通常総会の招集に
際しては、決算関係書類、事業報告書及び監査報告
を併せて提供するものとする。

２～７　（略）

第41条　総会の招集は、会日の10日前までに到達す
るように、会議の目的となる事項及びその内容並び
に日時及び場所を記載した書面を各組合員に発して
するものとする。また、通常総会の招集に際しては、
決算関係書類、事業報告書及び監査報告を併せて提
供するものとする。

２～７　（略）

総
会
の
議
事
録

第48条 （略）
２　前項の議事録には、少なくとも次に掲げる事項を記
　載しなければならない。
（1） （略）
（2）開催日時及び場所（総会の場所を定めた場合に限 
る。）又は開催の方法（総会の場所を定めなかった場合
に限る。）

（3）～（11） （略）

第48条 （略）
２　前項の議事録には、少なくとも次に掲げる
　事項を記載しなければならない。
（1） （略）
（2）開催日時及び場所

（3）～（11） （略）

理
事
会
の
議
長
及
び
議
事
録

第53条 （略）
２　（略）
３　前項の議事録には、少なくとも次に掲げる事項を記  
　載するものとする。
（1） （略）
（2）開催日時及び場所（理事会の場所を定めた場合に
限る。）又は開催の方法（理事会の場所を定めなかった
場合に限る。）

（3）～（13） （略）
４　（略）

第53条 （略）
２　（略）
３　前項の議事録には、少なくとも次に掲げる事項を記
　載するものとする。
（1） （略）
（2）開催日時及び場所

（3）～（13） （略）
４　（略）
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組
合
で
は
、
総
会
終
了
後
に
お
い
て
、

各
種
届
出
や
登
記
等
の
諸
手
続
き
を
行
う

こ
と
が
法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
所
管
行
政
庁
の
認
可
を
必
要

と
す
る
事
項
と
し
て
定
款
変
更
な
ど
が
掲

げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
務
手
続
き
を
円
滑
に
進
め

て
い
た
だ
く
た
め
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び

主
な
留
意
点
を
紹
介
し
ま
す
。

総
会
議
事
録

　
組
合
で
は
、
通
常
総
会
終
了
後
に
議
事

録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
保
管
し
ま
す
。

　
総
会
議
事
録
に
は
、▽
総
会
の
種
類
▽

招
集
年
月
日
▽
開
催
日
時
及
び
場
所
▽
理

事
・
監
事
の
数
及
び
出
席
理
事
・
監
事
の
数

並
び
に
出
席
方
法
▽
組
合
員
数
及
び
出
席

組
合
員
数
▽
出
席
理
事
・
監
事
の
氏
名
▽

議
長
の
氏
名
▽
議
事
録
の
作
成
に
係
る
職

務
を
行
っ
た
理
事
の
氏
名
▽
議
長
選
任
の

経
過
▽
議
事
の
経
過
の
要
領
及
び
そ
の
結

果
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

決
算
関
係
書
類
の
提
出

　
①
事
業
報
告
書
②
財
産
目
録
③
貸
借
対

照
表
④
損
益
計
算
書
⑤
剰
余
金
処
分（
又

は
損
失
処
理
）は
通
常
総
会
で
承
認
を
受

け
⑥
決
算
関
係
書
類
提
出
書（
鑑
）⑦
通
常

総
会
議
事
録
を
添
え
て
、
総
会
終
了
後
２

週
間
以
内
に
各
所
管
行
政
庁
へ
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
所
管
行
政
庁
で
は
、
組
合
が
事
業
活
動

を
行
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
決
算
関
係
書

類
の
提
出
の
有
無
に
よ
っ
て
判
断
し
て
お

り
、
数
年
連
続
し
て
提
出
を
怠
る
と
休
眠

組
合
と
み
な
さ
れ
、
解
散
整
理
の
対
象
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出

す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　
岡
山
県
所
管
の
組
合
に
お
い
て
は
、
本

会
宛
に
２
部（
所
管
行
政
庁
用
１
部
、
本

会
控
え
用
１
部
）を
ご
提
出
い
た
だ
け
れ

ば
、
本
会
経
由
で
岡
山
県
へ
提
出
い
た
し

ま
す
。（
役
員
変
更
届
も
同
様
）

役
員
変
更
届
の
提
出

役
員
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
変
更

の
あ
っ
た
日
か
ら
２
週
間
以
内
に
、
各
所

管
行
政
庁
に
①
役
員
変
更
届
書（
鑑
）②
変

更
し
た
事
項
を
記
載
し
た
書
面
並
び
に
変

更
の
年
月
日
及
び
理
由
を
記
載
し
た
書
面

〔
役
員
変
更
理
由
書
、
役
員
名
簿
〕に
③
総

会
議
事
録（
※
通
常
総
会
の
場
合
は
上
記

⑦
の
提
出
に
よ
り
省
略
可
）及
び
④
理
事
会

議
事
録
を
添
え
て
、
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

代
表
理
事
の
変
更
登
記
申
請

　
代
表
理
事
の
変
更（
任
期
満
了
に
よ
る

改
選
で
同
一
人
物
が
代
表
理
事
に
再
任
さ

れ
た
場
合
を
含
み
ま
す
。）が
あ
っ
た
場

合
、
変
更
が
生
じ
た
日（
理
事
会
）か
ら
２

週
間
以
内
に
法
務
局
に
変
更
登
記
を
申
請

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

定
款
変
更
の
認
可
申
請

定
款
変
更
を
総
会
で
決
議
し
た
場
合
に

は
、
所
管
行
政
庁
の
認
可
を
受
け
な
け
れ

ば
効
力
が
発
生
し
ま
せ
ん
。（
所
管
行
政
庁

の
認
可
を
受
け
、
認
可
書
が
到
達
し
た
時

点
で
初
め
て
そ
の
効
力
が
発
生
し
ま
す
。）

そ
の
た
め
、
総
会
終
了
後
速
や
か
に
定
款

変
更
認
可
申
請
書
を
所
管
行
政
庁
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
定
款
変
更
認
可
申
請
書
に
関
し

て
は
、
内
容
を
確
認
し
て
岡
山
県
中
央
会

を
通
じ
て
所
管
行
政
庁
に
提
出
い
た
し
ま

す
の
で
、
事
前
に
岡
山
県
中
央
会
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

通
常
総
会
終
了
後
の
事
務
手
続
き
に
つ
い
て

通
常
総
会
終
了
後
の
事
務
手
続
き
に
つ
い
て

通常総会の開催

理事会の開催※

決算関係書類の提出

【定款変更認可申請】

【定款変更認可書到達】

【変更登記（必要事項のみ）】

法人税等の確定申告・納税
(原則事業年度終了後2ヶ月以内)

役員変更届の提出※
代表理事変更登記の申請※

◆※に関しては、代表理事の選任があった場合のみ
◆【　】記載は定款変更があった場合のみ

速
や
か
に

２
週
間
以
内

２
週
間
以
内

２
週
間
以
内

岡
山
県
中
央
会
で
は
、
岡
山
県
か
ら
委
託
を
受
け
、

整
理
整
頓
や
作
業
手
順
の
見
直
し
と
い
っ
た
現
場
改
善

に
よ
る
生
産
性
向
上
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

　
現
場
改
善
活
動
は
、
作
業
時
間
の
短
縮
や
、
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
、
働
き
方
改
革
の
推
進
等
の
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。
し
か
し
、
日
々
の
業
務
に
追
わ
れ
る
中
で
、
最
初

の
一
歩
が
踏
み
出
せ
な
い
方
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
当
会
で
は
、

現
場
確
認
・
ヒ
ア
リ

ン
グ
か
ら
改
善
提
案

ま
で
を
１
、
２
回
程

度
の
専
門
家
の
訪
問

に
よ
り
実
施
す
る
、

取
り
組
み
や
す
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
ご
用
意

し
ま
し
た
。

　
会
社
の
ム
リ
・
ム

ダ
を
発
見
し
、
改
善

活
動
に
繋
げ
て
い
く

た
め
の
入
門
的
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
な
り
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
活
用
下

さ
い
。

●
募
集
対
象
　
組
合
に
所
属
す
る
、
現
場
改
善
に
取

　
　
　
　
　
　
り
組
み
た
い
非
製
造
業
企
業

●
実
施
費
用
　
無
料

●
募
集
期
間
　
2
0
2
1
年
12
月
末
ま
で
随
時
募
集

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
岡
山
県
中
央
会
　
組
織
支
援
二
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
場
改
善
の
専
門
家
、

派
遣
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

岡
山
県
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
業
協
同
組
合
の

主
催
に
よ
り
、
姿
勢
が
健
康
に
与
え
る
影
響
を
テ
ー

マ
と
し
た
講
座
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
本
講
座
は
、
各
社
の
従
業
員
の
方
が
健
康
な
状
態

で
働
け
る
様
に
、
健
康
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
講
師
の
山
室
隆
之
氏
は
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

マ
ー
ド
ッ
ク
大
学
の
健
康
科
学
学
科
で
学
位
を
取
得
。

日
本
姿
勢
科
学
学
会
講
師
も
務
め
、
地
元
小
学
校
等

で
も
講
演
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
興
味
あ
る
方
は
左
記

よ
り
お
申
込
み
下
さ
い
。

●
開
催
日
時
　
2
0
2
1
年
６
月
23
日（
水
）

　
　
　
　
　

13
時
〜
14
時
30
分

●
開
催
方
法

Z
oo
m
開
催

●
参
加
対
象
　
ど
な
た
で
も

●
参
加
費
　
無
料

●
講
座
内
容

　
•
正
し
い
姿
勢
に
つ
い
て

　
•
生
活
習
慣
や
筋
肉
の
く
せ
に
よ
る
関
節
異
常
や
痛
み

　
•
猫
背
、
肩
こ
り
、
腰
痛
の
軽
減
、
解
消
に
つ
い
て

　
•
家
庭
で
で
き
る
検
査
方
法
等
々

●
申
込
み
方
法

　
左
記
に
会
社
名
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
載
し
た

メ
ー
ル
を
送
付
さ
れ
た
方
に
、
Z
o
o
m
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
U
R
L
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
業
協
同
組
合
所
属

　
Ｋ
Ｃ
Ｓ
セ
ン
タ
ー
鴨
方
院
　
担
当
　
山
室
隆
之

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

tanm
e35jp@

yahoo.co.jp

　
T
E
L（
0
9
0
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9
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5
6
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岡
山
県
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
業
協
同
組
合

知
っ
て
得
す
る
姿
勢
講
座
の
ご
案
内

去
る
５
月
15
日
、
岡
山
県

電
気
工
事
工
業
組
合
女
性
部

会
の
設
立
後
は
じ
め
て
と
な

る
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
当
女
性
部
会
は
2
0
2
0

年
12
月
19
日
に
設
立
。
電
気

工
事
業
界
で
は
、
業
界
で
活

躍
す
る
女
性
を
テ
ー
マ
と
し

た
Ｈ
Ｐ
の
開
設
や
、
技
能
競

技
全
国
大
会
へ
の
女
性
の
部
の
設
置
等
、
全
日
本
電

気
工
事
業
工
業
組
合
連
合
会
を
主
軸
と
し
た
女
性
活

躍
推
進
事
業
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
当
女
性
部
会
は

そ
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
形
で
発
足
し
ま
し
た
。
業
界

に
お
け
る
女
性
の
活
躍
に
資
す
る
こ
と
、
女
性
の
社

会
的
地
位
の
向
上
、
女
性
の
技
術
者
と
事
務
担
当
者

及
び
後
継
者
の
育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
は
岡
山
県
電
気
工
事
工
業
組
合
の
組
合
員
の

女
性
経
営
者
・
女
性
役
員
・
女
性
従
業
員
と
組
合
事
務

局
の
女
性
職
員
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
現
在
の
会
員

数
は
28
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
総
会
で
は
、
研
修
・
視
察
会
の
実
施
や
、
組
合
青
年

部
会
活
動
へ
の
参
加
・
協
力
等
が
盛
り
込
ま
れ
た
事

業
計
画
等
が
議
決
さ
れ
、
会
長
の
戸
川
奈
加
氏（
㈱
戸

川
電
工
）は「
会
社
の
枠
を
超
え
て
、
相
互
の
相
談
や

情
報
交
換
が
気
軽
に
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ

て
い
き
た
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
企
画
課
　
藤
田
）

岡
山
県
電
気
工
事
工
業
組
合
女
性
部
会

設
立
後
は
じ
め
て
と
な
る
通
常
総
会
を
開
催

1回目と2回目の間には1～2カ月程度の間隔を空け、1回
目に提案された改善活動を実施していただき、2回目にそ
の成果、効果を確認し、今後の展開について提案します。
（取り組み内容等によって、回数を増やすことも可能です）

プログラム
1回目 2回目
現場確認・ヒアリング
改善に向けた30分ミニ勉強会
次回までの宿題の発表

宿題の確認
改善効果の確認
今後の展開
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組
合
で
は
、
総
会
終
了
後
に
お
い
て
、

各
種
届
出
や
登
記
等
の
諸
手
続
き
を
行
う

こ
と
が
法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
所
管
行
政
庁
の
認
可
を
必
要

と
す
る
事
項
と
し
て
定
款
変
更
な
ど
が
掲

げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
務
手
続
き
を
円
滑
に
進
め

て
い
た
だ
く
た
め
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び

主
な
留
意
点
を
紹
介
し
ま
す
。

総
会
議
事
録

　
組
合
で
は
、
通
常
総
会
終
了
後
に
議
事

録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
保
管
し
ま
す
。

　
総
会
議
事
録
に
は
、▽
総
会
の
種
類
▽

招
集
年
月
日
▽
開
催
日
時
及
び
場
所
▽
理

事
・
監
事
の
数
及
び
出
席
理
事
・
監
事
の
数

並
び
に
出
席
方
法
▽
組
合
員
数
及
び
出
席

組
合
員
数
▽
出
席
理
事
・
監
事
の
氏
名
▽

議
長
の
氏
名
▽
議
事
録
の
作
成
に
係
る
職

務
を
行
っ
た
理
事
の
氏
名
▽
議
長
選
任
の

経
過
▽
議
事
の
経
過
の
要
領
及
び
そ
の
結

果
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

決
算
関
係
書
類
の
提
出

　
①
事
業
報
告
書
②
財
産
目
録
③
貸
借
対

照
表
④
損
益
計
算
書
⑤
剰
余
金
処
分（
又

は
損
失
処
理
）は
通
常
総
会
で
承
認
を
受

け
⑥
決
算
関
係
書
類
提
出
書（
鑑
）⑦
通
常

総
会
議
事
録
を
添
え
て
、
総
会
終
了
後
２

週
間
以
内
に
各
所
管
行
政
庁
へ
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
所
管
行
政
庁
で
は
、
組
合
が
事
業
活
動

を
行
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
決
算
関
係
書

類
の
提
出
の
有
無
に
よ
っ
て
判
断
し
て
お

り
、
数
年
連
続
し
て
提
出
を
怠
る
と
休
眠

組
合
と
み
な
さ
れ
、
解
散
整
理
の
対
象
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出

す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　
岡
山
県
所
管
の
組
合
に
お
い
て
は
、
本

会
宛
に
２
部（
所
管
行
政
庁
用
１
部
、
本

会
控
え
用
１
部
）を
ご
提
出
い
た
だ
け
れ

ば
、
本
会
経
由
で
岡
山
県
へ
提
出
い
た
し

ま
す
。（
役
員
変
更
届
も
同
様
）

役
員
変
更
届
の
提
出

役
員
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
変
更

の
あ
っ
た
日
か
ら
２
週
間
以
内
に
、
各
所

管
行
政
庁
に
①
役
員
変
更
届
書（
鑑
）②
変

更
し
た
事
項
を
記
載
し
た
書
面
並
び
に
変

更
の
年
月
日
及
び
理
由
を
記
載
し
た
書
面

〔
役
員
変
更
理
由
書
、
役
員
名
簿
〕に
③
総

会
議
事
録（
※
通
常
総
会
の
場
合
は
上
記

⑦
の
提
出
に
よ
り
省
略
可
）及
び
④
理
事
会

議
事
録
を
添
え
て
、
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

代
表
理
事
の
変
更
登
記
申
請

　
代
表
理
事
の
変
更（
任
期
満
了
に
よ
る

改
選
で
同
一
人
物
が
代
表
理
事
に
再
任
さ

れ
た
場
合
を
含
み
ま
す
。）が
あ
っ
た
場

合
、
変
更
が
生
じ
た
日（
理
事
会
）か
ら
２

週
間
以
内
に
法
務
局
に
変
更
登
記
を
申
請

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

定
款
変
更
の
認
可
申
請

定
款
変
更
を
総
会
で
決
議
し
た
場
合
に

は
、
所
管
行
政
庁
の
認
可
を
受
け
な
け
れ

ば
効
力
が
発
生
し
ま
せ
ん
。（
所
管
行
政
庁

の
認
可
を
受
け
、
認
可
書
が
到
達
し
た
時

点
で
初
め
て
そ
の
効
力
が
発
生
し
ま
す
。）

そ
の
た
め
、
総
会
終
了
後
速
や
か
に
定
款

変
更
認
可
申
請
書
を
所
管
行
政
庁
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
定
款
変
更
認
可
申
請
書
に
関
し

て
は
、
内
容
を
確
認
し
て
岡
山
県
中
央
会

を
通
じ
て
所
管
行
政
庁
に
提
出
い
た
し
ま

す
の
で
、
事
前
に
岡
山
県
中
央
会
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

通
常
総
会
終
了
後
の
事
務
手
続
き
に
つ
い
て

通
常
総
会
終
了
後
の
事
務
手
続
き
に
つ
い
て

通常総会の開催

理事会の開催※

決算関係書類の提出

【定款変更認可申請】

【定款変更認可書到達】

【変更登記（必要事項のみ）】

法人税等の確定申告・納税
(原則事業年度終了後2ヶ月以内)

役員変更届の提出※
代表理事変更登記の申請※

◆※に関しては、代表理事の選任があった場合のみ
◆【　】記載は定款変更があった場合のみ

速
や
か
に

２
週
間
以
内

２
週
間
以
内

２
週
間
以
内

岡
山
県
中
央
会
で
は
、
岡
山
県
か
ら
委
託
を
受
け
、

整
理
整
頓
や
作
業
手
順
の
見
直
し
と
い
っ
た
現
場
改
善

に
よ
る
生
産
性
向
上
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

　
現
場
改
善
活
動
は
、
作
業
時
間
の
短
縮
や
、
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
、
働
き
方
改
革
の
推
進
等
の
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。
し
か
し
、
日
々
の
業
務
に
追
わ
れ
る
中
で
、
最
初

の
一
歩
が
踏
み
出
せ
な
い
方
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
当
会
で
は
、

現
場
確
認
・
ヒ
ア
リ

ン
グ
か
ら
改
善
提
案

ま
で
を
１
、
２
回
程

度
の
専
門
家
の
訪
問

に
よ
り
実
施
す
る
、

取
り
組
み
や
す
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
ご
用
意

し
ま
し
た
。

　
会
社
の
ム
リ
・
ム

ダ
を
発
見
し
、
改
善

活
動
に
繋
げ
て
い
く

た
め
の
入
門
的
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
な
り
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
活
用
下

さ
い
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岡
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ィ
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業
協
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組
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主
催
に
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り
、
姿
勢
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健
康
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与
え
る
影
響
を
テ
ー

マ
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し
た
講
座
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オ
ン
ラ
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ン
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
本
講
座
は
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社
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員
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健
康
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る
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に
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康
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の
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心
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高
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て
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て
い
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す
。
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は
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オ
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リ
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マ
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大
学
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健
康
科
学
学
科
で
学
位
を
取
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。

日
本
姿
勢
科
学
学
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師
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す
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講
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の
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５
月
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、
岡
山
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電
気
工
事
工
業
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女
性
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会
の
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後
は
じ
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と
な

る
通
常
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会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
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や
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技
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全
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へ
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設
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等
、
全
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本
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気
工
事
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工
業
組
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連
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会
を
主
軸
と
し
た
女
性
活

躍
推
進
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が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
当
女
性
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そ
の
趣
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に
賛
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。
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。
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。
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1回目と2回目の間には1～2カ月程度の間隔を空け、1回
目に提案された改善活動を実施していただき、2回目にそ
の成果、効果を確認し、今後の展開について提案します。
（取り組み内容等によって、回数を増やすことも可能です）

プログラム
1回目 2回目
現場確認・ヒアリング
改善に向けた30分ミニ勉強会
次回までの宿題の発表

宿題の確認
改善効果の確認
今後の展開



●４都府県に３度目の緊急事態宣言が発出され、岡山県内においても感染者数が増加していることから更なる売上減が
懸念される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《味噌》
●春の需要期に入り動きは活発。スーパー、百貨店など小売店は好調。SA、駅、空港は移動自粛で低調。また、砂糖、食
用油が値上がりしており、仕入れ、使い方の工夫が必要。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《米菓》
●前年同月比では伸びたが、例年ベースでは依然厳しい状況にある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《酒造》

●最悪であった昨年7月～9月と比べると多少持ち直しているものの、すでに受注のあった昨年同月と比べると、どの
項目においても同水準まで回復はしていない。企業によって受注にばらつきがあり、ほぼ前年レベルのところと80
～90％水準のところが、３：７程度の割合となっている。　　         　　　　　　　　　　　　　　　《織物業・井原》

●外材の輸入量は減少傾向にあり価格は上昇基調にある。昨年から減産を続けていた国内合板メーカーは生産量を通常
水準に戻しており、スギ・ヒノキの原木価格は上昇傾向にある。製材品にも品薄感が出ており値上げの動きが見られ
る。プレカット工場の中には、搬入される材料が不足する傾向にあり受注制限をするところも出始めた。　 《製材・県》

●昨年は、イベントの中止などにより印刷物が大幅に減少したが今年は改善した。しかし、一昨年に比べると大幅な減
少である。今後も新型コロナウイルス感染症対策が、どのように進むのか注視したい。　　　　　　　　 《出版・印刷》

●新型コロナウイルス感染症の影響は見通せないものの、前年同期よりは改善している。しかしながら、半導体不足の
影響や、物流の混乱は収まっておらず、今後の見通しについては注視している。原材料も一部上昇しており、業績への
影響はこれから出てくる見込み。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《ゴム》

●業況等特に変化は見られない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《ブロック》

●緊急事態宣言が発出され悪い方向に進むと予測されるが、今一度、気を引き締めて感染防止対策を行い業績が上るよ
う努めたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《鉄工・津山》
●徐々に回復の兆しが見られ設備操業度も上昇している。しかし、コロナ過以前の水準に戻るにはまだまだ時間がかか
る見込み。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《鉄工・岡山》
●受注高はわずかながら増加したが、季節的要因もあり業況回復しているとは言えない。少なくとも回復には半年から
1年かかるとみる意見が大半である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《工作機械・総社》
●受注量が増加傾向であるが、売上高は依然として前年比減である。５月以降緩やかな回復を見込む。  《工作機械・井笠》
●建材は関東東京地区で大きく減少。新型コロナウイルス感染症の影響で今後は工事の遅れ等が懸念される。収益では
鋼材の値上げにより悪化傾向が続いており先行き不安。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《工作機械・美作》

●例年にない4月の減少。新型コロナウイルス感染症者の増加に比例して畳工事も減少した。まだまだ回復には程遠い。
このままであれば廃業も進む可能性もある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《畳》
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印刷　

情報連絡員レポート

景況DI値

岡山県業界天気図

（注）DIとは、ディフュージョン・インデックス（Diffusion Index）の略で、「増加」・「好転」したとする企業割合から、「減少」・「悪化」したとする企業割合を差し引いた値です。
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味噌
米菓
製麺
醤油
酒造

織物業・井原
織物業・県
アパレル・県
アパレル・津山
製材・県
合板

出版・印刷
製本
ゴム

プラスチック製品
生コンクリート
石灰
ブロック
鋳物
鉄鋼

造船関連
自動車
畳

食料品

繊維工業

木材・
木製品

印刷

化学・ゴム

窯業・
土石製品

鉄鋼・金属

一般機器

輸送機器

その他

業　種

前年同月比

機械・工具
電設資材
青果
木材
資材

商店街・岡山
商店街・津山
商店街・倉敷
自動車整備
建築設計
旅館・ホテル
電飾・看板業
異業種
リサイクル

バス
タクシー
トラック
倉庫業
信用組合

卸売業

小売業

商店街

サービス業

建設業

運輸業

その他 受
付

4月分
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界
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り
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益
状
況

取
引
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販
売
価
格

在
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量

売
上
高

機械器具・東岡山
鉄工・津山
鉄工・岡山
工作機械・総社
工作機械・井笠
工作機械・美作

石油
青果食品
中古自動車
自動二輪
家具

住宅リフォーム
板硝子
土木工事
管工事
防水工事

増加・上昇・好転 変らず 減少・下落・悪化6 30 22業界の景況感（前年同月比）

（ ）内数字は前月の数値です。
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中国学園大学　現代生活学部　人間栄養学科　講師　古川愛子の若さと健康を保つ食生活を目指そう！

親鳥のネギ塩炊き込みご飯

A

当コーナーは、岡山県中央会が支援させていただいている食品関連事業者様の製品を、中国学園大学のアイデア協力によりレシピを作成しています。

作り方•米………………二合
•平飼い親鳥の
　  げんこつ鶏…一袋
•しめじ …………60ｇ
•ごま……………3ｇ
•長ネギ…………一本
•レモン…………1/8個
　 しょうゆ ……大さじ2
    みりん ………大さじ2
    粉末だし ……小さじ2

① 長ネギは小口切りにし、炊き込み用と飾り用で分けて
　 おく。
② しめじの石づきを除き、小房にほぐす。
③ 炊飯器に洗った米とAの調味料を入れ、炊飯器の表示
　 通りに水を入れる。
④ ③にげんこつ鶏と炊き込み用のネギを入れ、炊く。
⑤ 炊き上がったら、飾り用のネギと黒ごま、輪切りのレモ
　 ンを乗せて完成！

材  

料
（
約
4
人
分
）

●建築の新規物件などの見積り件数が若干減少しており、一つの物件に対して見積り参加の工務店数が増えている。土木
は高梁川等の復旧工事などで引き続き堅調に推移している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《資材》

●新型コロナウイルス感染症の影響を心配している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《自動二輪》
●３月度から店舗内イベントが好調である。総じて一般家具も対前年並みで推移している。しかしながら、ほぼ全体の取
引先より６～７月にかけ値上げ要請が来ている。これも、新型コロナウイルス感染症の影響によるものであり、また４
月25日から始まった関西エリアを含む地域への緊急事態措置以降、来店客が減少している。　　　　　　   　《家具》
　　

●新型コロナウイルス感染症の影響が出始めた昨年４月の売上と比較し、今年は対前年比約24％アップとなったが、一昨
年に比べるとまだまだ売り上げが戻っていない。業種業態によって実態は異なり、巣篭り需要の恩恵で売上を伸ばして
いる店舗もあるが、商店街を取り巻く環境は、まだまだ厳しい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　《商店街・岡山》
●昨年の４月に比べ人出があったように感じる。近県地域への緊急事態宣言発出の影響もあって、緊急事態宣言区域外に
流れて来た模様だ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《商店街・津山》

●新型コロナウイルス感染症クラスター発生の影響もあって人通りが少ない。　　　　　　　　　　　　《商店街・倉敷》
　　　

●組合の受注は低迷している。各組合員事務所は前年に比較して受注は前年同月程度。組合員相互交流はコロナ禍により、
毎月の定例会議を今年度は隔月定例会議に変更した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《建築設計》

●昨年は４月中旬から新型コロナウイルス感染症の為に休館しており、対前年比は大きく増加しているが、対前々年比
43％とかなり落ち込んでいる。期待していたゴールデンウイークも、４月25日から始まった関西エリアを含む地域への
緊急事態措置を受けキャンセルも発生した。現在も新型コロナウイルス感染症の影響が出ておりかなり厳しい予約状況
である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《旅館・ホテル》
●建設業組合員について、人手不足の状況は解消されていない。新型コロナウイルス感染症により、技能実習生の入国待
機者の入国のめどは依然たたない状況。技能実習を終了し、特定技能へ移行しない実習生の本国への帰国待機も出てき
ており監理団体の負荷がますます増大している。機械加工組合員は、新型コロナウイルス感染症の影響で受注減は続い
ている。サービス業組合員は、関西圏の新型コロナウイルス感染症の拡大と関西３府県の緊急事態宣言発出の影響を岡
山県内でも受けており、依然厳しい状況が続いている。　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《異業種》
●鉄、非鉄スクラップは販売価格がさらに上昇し輸出が好調。しかし入荷は低調。古紙は輸出相場が頭打ちだが、発生減
から国内の引き合いは強い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《リサイクル》

●アメリカ・中国の木材需要の急増等により、４月より材木価格が高騰し、中には1.5倍高騰した木材もある。又、材木店も
品薄状態になり、５月以降も材木が入らない状態になれば工事がストップする可能性がある。　 　　   《住宅リフォーム》

●４月の集客は前年比258％、客単価は207％であった。新型コロナウイルス感染症拡大およびGoToトラベル事業停止
が相俟って旅行需要は冷え込んだ。一方で、少ないながらも催行したツアーは「ウォーキング」や「お遍路」、「岡山空港発
着」の飛行機プラン等、中四国方面や離島などが支持された。５月以降の旅行気運も早期の高まりは期待できないが、ワ
クチン接種の時期など、状態が回復に向かう頃合いを見極め、継続的な感染対策を徹底した商品を販売したい。   《バス》
●前年の４月、５月は、売上高が約60～70％減となっていたが、今年は多少回復傾向が見られる。　　　　 《タクシー》
●荷主企業の業種により異なるが依然として総体的な物流量は回復していない。昨年４月との比較では大差ない状況で
あった。さらに、運賃指数が前年を下回るケースもあり困難な経営状況が続いている。　　　　　　　　　  《トラック》
●期首の動きとしては、一昨年には届かずの物量感。昨年は、緊急事態宣言の発出もあり、昨年比では微増傾向。とは言え、
コロナ禍の状況は変わらず、今年度も先行きが不安なスタートとなった。　　　　　　　　　　　　　　  　  《倉庫業》

●新型コロナウイルス感染症の影響が続いており、昨年同月より売上高は増加しているものの資金繰りは厳しい状況にあ
る。資金繰り支援については、融資支援だけでなく伴走にて計画策定等の支援も行い、また再構築補助金を中心に補助
金申請等の支援も行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《信用組合》

炭火焼き鶏「げんこつ鶏」 〈㈱卵娘庵〉  
平飼い親鶏の締まった肉質が堪能できる一品。炭火の燻し効
果で味わいが乗算され、噛めば噛むほど、溢れ出すうま味と鶏
の香りがたまりません。
そのままおつまみにする他、スープのアクセントや野菜炒め、
親子丼やチャーハンの具材としても手軽に美味しさを活用で
き、ストックしておくと重宝します。
また(株)卵娘庵は、当会報誌2021年2月号にリーダーズア
イの記事も掲載させて頂いています。ぜひご覧ください。

提供
商品

今回使用した食材は鳥庵工房の「平飼い親鳥のげんこつ鶏」です。
温めるだけでもおいしく食べられますが、炊き込みご飯にアレンジしました。
「平飼い親鶏のげんこつ鶏」のうま味を際立たせるため味付けは控えめにしています。炊き上がりは香ば
しい味がご飯に染み込んでいてレモンを絞るとさっぱりといただけます。タンパク質やビタミンも摂れ
て、栄養満点のレシピです。ぜひ作ってみてください！

2021年度

職員紹介
組織支援一課

長 木  佑 磨
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非製造業
卸売業

小売業

商店街

建設業

運輸業

その他

サービス業

私たちが考えました！
中国学園大学現代生活学部　

人間栄養学科4年生
栗原里奈、高橋知那左より

当会HPで中央会おかやまのバックナンバーを公開しています。  https://www.okachu.or.jp/chuokai/
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中国学園大学　現代生活学部　人間栄養学科　講師　古川愛子の若さと健康を保つ食生活を目指そう！

親鳥のネギ塩炊き込みご飯

A

当コーナーは、岡山県中央会が支援させていただいている食品関連事業者様の製品を、中国学園大学のアイデア協力によりレシピを作成しています。

作り方•米………………二合
•平飼い親鳥の
　  げんこつ鶏…一袋
•しめじ …………60ｇ
•ごま……………3ｇ
•長ネギ…………一本
•レモン…………1/8個
　 しょうゆ ……大さじ2
    みりん ………大さじ2
    粉末だし ……小さじ2

① 長ネギは小口切りにし、炊き込み用と飾り用で分けて
　 おく。
② しめじの石づきを除き、小房にほぐす。
③ 炊飯器に洗った米とAの調味料を入れ、炊飯器の表示
　 通りに水を入れる。
④ ③にげんこつ鶏と炊き込み用のネギを入れ、炊く。
⑤ 炊き上がったら、飾り用のネギと黒ごま、輪切りのレモ
　 ンを乗せて完成！

材  

料
（
約
4
人
分
）

●建築の新規物件などの見積り件数が若干減少しており、一つの物件に対して見積り参加の工務店数が増えている。土木
は高梁川等の復旧工事などで引き続き堅調に推移している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《資材》

●新型コロナウイルス感染症の影響を心配している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《自動二輪》
●３月度から店舗内イベントが好調である。総じて一般家具も対前年並みで推移している。しかしながら、ほぼ全体の取
引先より６～７月にかけ値上げ要請が来ている。これも、新型コロナウイルス感染症の影響によるものであり、また４
月25日から始まった関西エリアを含む地域への緊急事態措置以降、来店客が減少している。　　　　　　   　《家具》
　　

●新型コロナウイルス感染症の影響が出始めた昨年４月の売上と比較し、今年は対前年比約24％アップとなったが、一昨
年に比べるとまだまだ売り上げが戻っていない。業種業態によって実態は異なり、巣篭り需要の恩恵で売上を伸ばして
いる店舗もあるが、商店街を取り巻く環境は、まだまだ厳しい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　《商店街・岡山》
●昨年の４月に比べ人出があったように感じる。近県地域への緊急事態宣言発出の影響もあって、緊急事態宣言区域外に
流れて来た模様だ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《商店街・津山》

●新型コロナウイルス感染症クラスター発生の影響もあって人通りが少ない。　　　　　　　　　　　　《商店街・倉敷》
　　　

●組合の受注は低迷している。各組合員事務所は前年に比較して受注は前年同月程度。組合員相互交流はコロナ禍により、
毎月の定例会議を今年度は隔月定例会議に変更した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《建築設計》

●昨年は４月中旬から新型コロナウイルス感染症の為に休館しており、対前年比は大きく増加しているが、対前々年比
43％とかなり落ち込んでいる。期待していたゴールデンウイークも、４月25日から始まった関西エリアを含む地域への
緊急事態措置を受けキャンセルも発生した。現在も新型コロナウイルス感染症の影響が出ておりかなり厳しい予約状況
である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《旅館・ホテル》
●建設業組合員について、人手不足の状況は解消されていない。新型コロナウイルス感染症により、技能実習生の入国待
機者の入国のめどは依然たたない状況。技能実習を終了し、特定技能へ移行しない実習生の本国への帰国待機も出てき
ており監理団体の負荷がますます増大している。機械加工組合員は、新型コロナウイルス感染症の影響で受注減は続い
ている。サービス業組合員は、関西圏の新型コロナウイルス感染症の拡大と関西３府県の緊急事態宣言発出の影響を岡
山県内でも受けており、依然厳しい状況が続いている。　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《異業種》
●鉄、非鉄スクラップは販売価格がさらに上昇し輸出が好調。しかし入荷は低調。古紙は輸出相場が頭打ちだが、発生減
から国内の引き合いは強い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《リサイクル》

●アメリカ・中国の木材需要の急増等により、４月より材木価格が高騰し、中には1.5倍高騰した木材もある。又、材木店も
品薄状態になり、５月以降も材木が入らない状態になれば工事がストップする可能性がある。　 　　   《住宅リフォーム》

●４月の集客は前年比258％、客単価は207％であった。新型コロナウイルス感染症拡大およびGoToトラベル事業停止
が相俟って旅行需要は冷え込んだ。一方で、少ないながらも催行したツアーは「ウォーキング」や「お遍路」、「岡山空港発
着」の飛行機プラン等、中四国方面や離島などが支持された。５月以降の旅行気運も早期の高まりは期待できないが、ワ
クチン接種の時期など、状態が回復に向かう頃合いを見極め、継続的な感染対策を徹底した商品を販売したい。   《バス》
●前年の４月、５月は、売上高が約60～70％減となっていたが、今年は多少回復傾向が見られる。　　　　 《タクシー》
●荷主企業の業種により異なるが依然として総体的な物流量は回復していない。昨年４月との比較では大差ない状況で
あった。さらに、運賃指数が前年を下回るケースもあり困難な経営状況が続いている。　　　　　　　　　  《トラック》
●期首の動きとしては、一昨年には届かずの物量感。昨年は、緊急事態宣言の発出もあり、昨年比では微増傾向。とは言え、
コロナ禍の状況は変わらず、今年度も先行きが不安なスタートとなった。　　　　　　　　　　　　　　  　  《倉庫業》

●新型コロナウイルス感染症の影響が続いており、昨年同月より売上高は増加しているものの資金繰りは厳しい状況にあ
る。資金繰り支援については、融資支援だけでなく伴走にて計画策定等の支援も行い、また再構築補助金を中心に補助
金申請等の支援も行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《信用組合》

炭火焼き鶏「げんこつ鶏」 〈㈱卵娘庵〉  
平飼い親鶏の締まった肉質が堪能できる一品。炭火の燻し効
果で味わいが乗算され、噛めば噛むほど、溢れ出すうま味と鶏
の香りがたまりません。
そのままおつまみにする他、スープのアクセントや野菜炒め、
親子丼やチャーハンの具材としても手軽に美味しさを活用で
き、ストックしておくと重宝します。
また(株)卵娘庵は、当会報誌2021年2月号にリーダーズア
イの記事も掲載させて頂いています。ぜひご覧ください。

提供
商品

今回使用した食材は鳥庵工房の「平飼い親鳥のげんこつ鶏」です。
温めるだけでもおいしく食べられますが、炊き込みご飯にアレンジしました。
「平飼い親鶏のげんこつ鶏」のうま味を際立たせるため味付けは控えめにしています。炊き上がりは香ば
しい味がご飯に染み込んでいてレモンを絞るとさっぱりといただけます。タンパク質やビタミンも摂れ
て、栄養満点のレシピです。ぜひ作ってみてください！

2021年度

職員紹介
組織支援一課
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非製造業
卸売業

小売業

商店街

建設業

運輸業

その他

サービス業

私たちが考えました！

今回使用した食材は鳥庵工房の「平飼い親鳥のげんこつ鶏」です。

中国学園大学現代生活学部　
人間栄養学科4年生
栗原里奈、高橋知那左より

今回使用した食材は鳥庵工房の「平飼い親鳥のげんこつ鶏」です。今回使用した食材は鳥庵工房の「平飼い親鳥のげんこつ鶏」です。

当会HPで中央会おかやまのバックナンバーを公開しています。  https://www.okachu.or.jp/chuokai/
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June

コロナ禍により一時的に事業の縮小を余儀なくされた企業があるなかで、雇用の維持とともに、
労働移動の必要性がクローズアップされています。既に一部の企業では、在籍型出向が活用されており、
従業員のスキルアップや働く意欲の向上につながることも期待されています。
岡山県中央会では、本年度岡山県より「在籍型出向マッチング機会創出事業」を受託。
専門のコーディネーターを設置し、支援サイトを開設しました。
今後マッチングイベント等を展開していく予定であり、このたび在籍型出向についての説明会を開催しました。
詳しくは3ページをご覧ください。

※県内経営者の想いや考えを取材させて頂いている「リーダーズアイ」の記事につきまして、新型コロナウイルス感染症の拡大
　状況を踏まえ、今月号は取材を控え、お休みとさせて頂きました。

岡山県在籍型出向
マッチング支援サイト

https://www.okayama-skmtg.jp/


